
メス関係をどのように変化させるのかを考察し

た｡

調査はオスの胴体追跡を中心とし,他個体との

グルーミング (GR)時間全体に占める非先付け

スとのGRの割合を指標とすることにより,メス

との非性的な関係とオスの年帆 順位との関係を

分析した｡

①オス問には政緑的な順位序列が認められ,オ

トナオスはワカオスよりも優位であり特にワカオ

ス問では年齢と順位は強く相関した｡②オス間の

順位は相対的にはとても安定しており,同一群内

にとどまるオスの順位上昇は,優位なオスの消失

によることがほとんどであった｡③オトナオス間

ではメスとのGR割合は順位と相関しないが,ワ

カオス問では順位が高い場合ほどメスとのGR割

合も高い｡④オス問の攻撃的行動の二割弱は,非

発情メスとのGRをめぐって起こり,採食をめぐ

る交渉につぐ頻皮であった｡⑤オトナオスはメス

とのGR相手が優位なオスとLiL一校することが少な

いが,ワカオスでは優位なオスとメスのGR相手

の歪榎が多かった｡

これらの結果より,同一群内にとどまるワカオ

スは,年齢が増すにつれ順位が上昇し,メスとの

GR割合を徐々に増大させ,オス間での優劣の影

響が少ない,つまり他の優位オスとあまり競合し

ないメスとの非性的な関係を確立する,というオ

スの発達モデルを考えることができる｡

以上の一般的傾向にもかかわらず,⑥個々のワ

カオスについては,順位の上昇はメスとのGR割

合の増加にすぐには結びつかない場合が多い｡つ

まり,順位の上昇だけでは非性的なメスとのGR

関係を確立するのに十分なわけではない｡今後,

個々のオスの社会的な発達に,群れのサイズや性

比等の社会的な条件や,発情メスとの関係,また

個別的なオスーメス関係,優劣の認知が,性や年

齢によって異なること等がもたらす影響にも注目

してゆく必要がある｡

計画2-3:

森林内の食物の分布と移動採食様式

拐妾直樹 (京都大･盗品研)

森林内を移動採企する動物にとって,食物のTf
と爪,分布状矧 ま頚変な環境要因と考えられてい

る｡この研究ではそれらの要因がいかに移動採食

バターンに形哲を及ぼすのかを調べ,畷温帯にお

けるニホンザルの採企戦略を検討した｡

1990年5月から6月にかけ,鹿児島県の屋久島

の西部地域において野生ヤクシマザルの群 (ハッ

バ群,n-18)の採食様式を調査した｡調査期間

を活動時間収支,採食品Elの変化のパターンに基

づき3つの時期にわけた (1期,5月3日から12

臥 2期,15日から27臥 3期,6月5日から25

日)｡各々の時期の主要食物品目は1期は複数種

の菜,2期はヤマモモの果実,3期はヤマモモの

果実,タブの果実,虫であった｡一日の移動距離

は1期から3期にかけて増加していた｡活動時間

収支に占める移動と採食の割合をみると,1期,

2期では採食が多く,3期では移動が多かった｡

彼らの食物の存在塁については,葉は全期間をと

おして潤沢であったのに対し,果実は1期では少

なく,2期で最大になり,3期では採食されたた

めに減少していた｡このことから,主要な食物の

存在史が多いと採企時間が長くなり,少ないと移

動時問が長くなっていると思われる｡遊動場所に

関してみると,各時期ごとの主要な食物の分布と

彼らの採食場所は,ほぼ一致していた｡ただし,

黄金期には密度が高くかつ.採食樹種数が多い場

所を選択的に利用していた｡

移動時問,遊動距離を山史と考えると,彼らは,

1期では小さい出発で菜のような質の低い食品を

採食する戦略%,3期では大きな出費で果実のよ

うな質のよい食品を得る戦略をとっていたといえ

る｡これは寒冷地において,今まで報告されてい

るものと似たパターンである｡しかし,2期では,

小さい出資で高い利益を得る戦略をとっており,

これは温噴な地方の森林環境の中でのみ採用され

る採食パターンである可能性がある｡

計画2-4:

屋久島におけるニホンザルの群れの分布調査方法

の検討

好成六一 (龍谷大 ･経営)

手塚牧人 (野生動物保護管理事務所)

ニホンザルの生態学的研究の基礎であり,この

種の適切な保護管理を行うために必要不可欠な群

れの分布調査法の開発検討を行った｡特に,猿害

と大畠捕獲による個体群の存続の危機が問題になっ

ている屋久島においては,サルの保護管理の基礎
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